
項 ⽬ 内 容
名称 ブラックジンジャー 、クラチャイ・ダム [英]Black Ginger、Kura-Chai-Dum 、

Kaempferia parviflora [学名]Kaempferia parviflora

概要 ブラックジンジャーは、タイ原産のショウガ科の多年⽣草本。タイではクラチャ
イ・ダム、⽇本では⿊ショウガ、⿊ウコンなどとも呼ばれる。根茎部は東南アジア
地域において⺠間療法として利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分
・ブラックジンジャー (Kaempferia parviflora) 根茎︓「医薬品的効能効果を標ぼ
うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・根茎はフラボノイド類 (フラボン (4ʼ-ヒドロキシ-5,7-ジメトキシフラボン、5-ヒ
ドロキシ-4 ,̓7-ジメトキシフラボン、5-ヒドロキシ-3,4 ,̓7-トリメトキシフラボン、
3,4 ,̓5,7-テトラメトキシフィラボン) 、フェノール配糖体 (ケンフェロシドA、C〜
F) など)を含む (101) 。

分析法 ・根茎から抽出したフラボノイドを、GC法にて分析した報告がある
(PMID:17266972) 。
・根茎から抽出したレクチン (糖鎖に結合活性を⽰すタンパク質の総称) を
LC/MS/MS法にて分析した報告がある (PMID:20549650) 。
・根茎から抽出したフェノール類を、HPLC法にて分析した報告がある
(PMID:22223376) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ RCT︓国内
・健康な⾼齢者34名 (試験群17名、平均68.4±2.7歳、⽇本) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、ブラックジンジャー抽出物150 mg/⽇を8
週間摂取させたところ、体⼒の指標 (6分間歩⾏テスト) の改善が認められた
(2020090696) 。
RCT︓海外
・健康な⾼齢者 45名 (タイ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験にお
いて、乾燥ブラックジンジャー抽出物25 mg/⽇ (15名、平均61.53±6.39歳) また
は90 mg/⽇ (15名、平均62.66±6.33歳) を8週間摂取させたところ、25 mg/⽇摂
取群では、酸化ストレスマーカー (SOD、カタラーゼ) 、90 mg/⽇摂取群では、体
⼒の指標2項⽬中1項⽬ (6分間歩⾏テスト) 、酸化ストレスマーカー (SOD、カタラ
ーゼ、GPx、MDA) の改善が認められた。⼀⽅、いずれの群においても体⼒の指標2
項⽬中1項⽬ (30秒椅⼦⽴ち上がりテスト) 、握⼒、⾝体機能 (タンデム肢位) に影
響は認められなかった (PMID:22899957) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 ・過体重または肥満の成⼈74名 (試験群38名、平均50.2±8.0歳、⽇本) を対象と
した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ブラックジンジャー抽出物150
mg/⽇を12週間摂取させたところ、内臓脂肪⾯積の減少が認められた
(PMID:30214264) 。

その他 RCT︓国内
・健康な成⼈男性12名 (平均23.5±2.0歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオー
バー無作為化プラセボ対照試験において、朝⾷後にブラックジンジャー抽出物150 
mgを摂取させたところ、⾃転⾞エルゴメーターによる運動負荷中の呼吸商の増加
抑制が認められた。⼀⽅、⼼拍変動パワースペクトルに影響は認められなかった
(2017254516) 。
RCT︓海外
・健康な男⼦学⽣19名 (平均19.0±1.0歳、タイ) を対象とした⼆重盲検クロスオー
バー無作為化プラセボ対照試験において、乾燥ブラックジンジャー抽出物1.35 gを
摂取し、90分後にウィンゲートテスト (全⼒⾃転⾞運動) を⾏ったところ、パワー
発揮への影響は無かった。同様に、健康な男⼦学⽣17名 (平均21.0±1.5歳) を対象
とした⾃転⾞運動試験において、乾燥ブラックジンジャー抽出物1.35 g摂取後の影
響を検討したところ、疲労困憊までの時間および⾎中乳酸値に影響は認められなか 
った (PMID:20845210) 。
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・サッカー選手の男性60名 (試験群30名、平均15.73±0.81歳、タイ) を対象とし
た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ブラックジンジャー根茎抽出物
180 mg/⽇を12週間摂取させたところ、右⼿の握⼒増加が認められたが、他の⾝体
能⼒ (柔軟性、敏捷性、VO2max) に影響は認められなかった 
(PMID:25957542) 。
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